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開会 午後３時 

 

（ 議 事 の 経 過 ） 

◎開会宣言 

 

○松本委員長 ただいまから平成２８年第３回教育委員会会議を開会いたします。 

議事日程につきましては、お手元に配付のとおりであります。 

 

 

◎日程第１ 会議録署名委員の指名について 

 

○松本委員長 日程第１ 会議録署名委員の指名を行います。本日の会議録署名委員として、 

大山秀之委員を指名いたします。 

○松本委員長 日程の第２に入ります前に、本日の報告第１号と議案第１号が、教育委員会会議規則

第 16 条の１号と３号に該当いたしますので、非公開とさせていただきたいと思いますが、よろしいで

しょうか。 

（異議なし） 

○松本委員長 異議なしと認め、報告第１号と議案第１号は非公開ということでよろしくお願いいた

します。 

 

 

◎日程第２ 教育長報告 

 

○松本委員長 日程の第２、教育長報告をお願いします。 

○吉田教育長 １点について報告させていただきます。 

 カナダ・サスカツーン市からの高校生受け入れ交流事業についてでありますが、北広島国際交

流協議会の事業として、隔年で交流団の派遣と受け入れを行っております。 

 平成２８年度は４月５日から８日までの日程で、高校生２０名と引率者２名を受け入れ、市内

２１の御家庭にホームステイをしながら、さまざまな交流を予定しているところであります。 

 ５日は市長表敬訪問を、７日には札幌日大高校での交流やフェアウエルパーティーを、また、

滞在期間中には、サスカツーン市にはない水族館の見学や、神社など日本の文化に触れる機会も

用意されているところであります。 

 以上です。 

○松本委員長 何かございませんか。よろしいですか。 
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◎日程第３ ○報告第１号 教育長の臨時代理に係る報告について【非公開】 

 

【非公開案件の審議等の結果】 

    原案どおり可決した。（質疑等省略） 

 

 

○議案第１号 平成２８年４月１日付教職員の人事異動に関する内申について【非公開】 

 

【非公開案件の審議等の結果】 

    原案どおり可決した。（質疑等省略） 

 

 

○議案第２号 北広島市教育基本計画中間年度の見直しについて 

 

○松本委員長 議案第２号についての説明をお願いいたします。 

○櫻井教育部次長 議案第２号北広島市教育基本計画中間年度の見直しについてでありますが、

別冊のとおり、北広島市教育基本計画の中間年度に当たる見直しのため、北広島市教育委員会事

務委任規則第２条第２号の規則に基づきまして、教育委員会の議決を求めるものであります。 

 北広島市教育基本計画では、北広島市総合計画における「希望」「交流」「成長」の三つの都

市像と教育分野の目標である「人と文化を育むまち」を、平成２３年度から平成３２年度までの

１０年間を計画期間としており、北広島市教育基本計画を策定しまして、本市教育の推進に取り

組んでまいりました。 

 北広島市教育基本計画は、策定から５年目を迎えまして、この間、少子高齢化社会の一層の進

展など社会情勢の変化や、平成２５年６月には、国の第２期教育振興基本計画が閣議決定される

など、国の動向ですとか教育を取り巻く環境は刻々と変化しております。このような状況の中、

１０年計画の前半４年間の政策と施策を検証するとともに、国の第２期教育振興基本計画を参酌

しまして、同じく今回見直しを行いました北広島市総合計画との整合性を図りながら、今後５年

間の教育基本計画の見直しを行うものであります。 

 見直しの内容につきましては、お手元の資料３に沿って御説明を申し上げたいと思います。 

 内容の説明については、１２月１８日の第１９回教育委員会会議で説明させていただきました

ので、その後の変更の部分についてだけ御説明させていただきたいと思います。 

 今回の説明と同時に、パブリックコメントの意見募集を１月４日から２月２日まで行いました。

その結果、２名の方から御意見をいただいた中から、子どもの権利条例に基づく取り組みについ

ての意見を参考とさせていただきまして、今お手元の基本計画の２２ページの施策７、社会の変

化や課題に対応した教育の推進費の施策の３番目に、「子どもの権利を始めとした人権教育」と

いうものを追記いたしまして修正したところであります。 
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 パブリックコメントについては、子ども権利条例が制定されているのに、そこについて触れら

れていないのではないかという御意見があったので、全体像では入れたつもりだったのですが、

はっきりすることで子どもの権利を厚くしたいということを追記しました。 

 以上の１点だけが修正した箇所となっております。 

 全体の説明については、前回説明しているということで省略させていただきます。 

 以上です。 

○松本委員長 前回議題となった内容からのパブコメを踏まえた変更点ということで１点、御説

明いたしました。よろしいでしょうか。 

 それでは、議案第２号につきましては、ただいま説明いただいた内容ということで決定させて

いただきます。 

 

 

○議案第３号 北広島市社会教育の推進方針について 

 

○松本委員長 議案第３号についての説明をお願いいたします。 

○櫻井教育部次長 議案第３号北広島市社会教育の推進方針についてでありますが、記載のとお

り、北広島市社会教育の推進方針を策定しましたので、北広島市教育委員会事務委任規則第２条

第２号の規定に基づきまして、教育委員会の議決を求めるものであります。 

 北広島市社会教育の推進方針は、先ほど御説明いたしまして御承認いただきました北広島市教

育基本計画中間年度の見直しとあわせて、教育基本計画の社会教育分野における後半５年間の指

針及び基本設定と政策をつなぐ役割として新たに策定するものであります。 

 推進方針の内容につきましては、担当課長のほうから御説明をいたします。 

○棚田社会教育課長 私から説明をさせていただきます。資料の４をごらんください。 

 まず、１ページでございます。 

 今、次長から説明がありました「はじめに」ということで、ここに推進方針を策定する目的を

記載させていただいております。 

 今年度につきましては、総合計画の中間年の見直しの年にあたりますことから、総合計画の見

直しを行って、それにあわせて基本計画の社会教育分野における後期５年間の指針と基本計画、

政策をつなぐ役割として今回新たに策定するものとしてございます。 

 ２ページ、３ページをお願いいたします。 

 ここでは、教育基本計画の概要と体系を掲載させていただいております。ご覧いただければと

思います。 

 ４ページ、５ページをお願いいたします。 

 ここは、生涯学習と社会教育の考え方を整理いたしまして、そして、関係法令の定義、それと

学校教育、社会教育、家庭教育のそれぞれの連携を解説してございます。 

 ５ページ、１、推進方針の考え方といたしまして、簡単な図でここに推進方針を記載させてい
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ただきました。本市においては、人々がともに助け合い、ともに生きる地域社会の実現が必要で

あることから、人と人とが高め合い、人をつなぐ社会教育を推進方針と定め、それぞれの施策等

に反映していきますということで、ここに考え方を記載させていただきました。 

 ６ページをご覧ください。 

 ここには推進方針の体系を図として掲載しております。総合計画から始まりまして、教育基本

計画、このたびの社会教育の推進方針ということで、図で掲載してございます。 

 ７ページでございます。 

 ここからは、政策別の推進方針を記載しております。それぞれテーマを掲げ、現状と課題、そ

れから推進のポイントを施策ごとに整理いたしました。 

 施策１０、家庭の教育力向上への支援内容の充実では、成果指標として、まず一つが、家で学

校の宿題をしている児童生徒の割合を掲げてございます。基準年度に小学生９６.３％、中学生８

７.１％を目標年度として掲げてございます。この数値を上げることを目標として、矢印で記載し

てございます。 

 もう一つにつきましては、子ども朝活事業の実施地区数として、基準年度が１地区、目標年度

では５地区として掲載させていただきました。 

 施策１１でございます。教育相談体制の充実では、８ページ目、不登校児童生徒の割合と復帰

した児童生徒の割合をそれぞれ成果指標として掲げました。 

 施策１２でございます。地域が支える健全育成活動の充実では、青少年健全育成活動への参加

者、それと非行、問題行動等の報告数、それと不審者等の事案数ということで、それぞれ掲げて

ございます。 

 ９ページをごらんください。 

 ここからは政策４になります。学びあい、教えあう社会教育の推進では、テーマを「家庭・学

校・地域が一体となって人を育む教育活動の推進」といたしました。 

 施策１３では、生涯学習活動の機会の充実に対する市民の満足度、元気フェスティバル来場者

数、生涯学習振興会設置図を掲げております。 

 １０ページをごらんください。 

 施策１４でございます。ここでは、国際交流事業参加者数、それとフレンドリーセンター運営

事業の定員充足率。 

 施策１５でございます。公民館の利用者数、レクリエーションの森の利用者数を掲げてござい

ます。 

 １１ページになります。 

 政策５、郷土愛を育む教育活動の推進では、テーマを「自らのまちを誇りに思い、郷土を愛す

る人を育む教育の推進」といたしました。 

 施策１６では、まるごときたひろ博物館員数、サテライトの指定数。 

 施策１７、ここでは、市の歴史や文化に対する意識の浸透に対する市民の満足度、旧島松駅逓

所年間来館者数を掲げてございます。 
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 １２ページをお願いいたします。 

 政策６、生涯にわたる図書活動の推進では、テーマを「資料と情報を提供し、人をつなぐ読書

活動の推進」といたしました。 

 施策１８には、読書活動に親しむ機会や環境の充実に対する市民満足度、図書館の年間貸出冊

数、図書館利用登録者の市民割合。 

 施策１９には、「小豆」設置園の割合、「豆次郎」の利用状況、図書館で活動するボランティ

ア団体数をそれぞれ掲げてございます。 

 政策７、芸術文化活動の振興では、テーマを「新たな創造と感動を呼び、人を育てる芸術文化

の振興」とさせていただきました。 

 施策２０では、芸術や文化に触れ親しむ機会の充実に対する市民満足度を掲げてございます。 

 １４ページになります。 

 二つ目が芸術文化ホールの利用者数、文化賞等の受賞者数。 

 それと施策２１でございます。運営委員会事業参加者数、運営委員会主催事業の定員充足率、

ボランティア登録者数をそれぞれ掲げてございます。 

 政策８になります。健康づくりとスポーツ活動の推進では、テーマを「健康で生き生きとした

人を育むスポーツ活動の推進」といたしました。 

 施策２２では、運動・スポーツが好きな児童生徒の割合、スポーツ・レクリエーション活動に

親しむ機会や環境の充実に対する市民満足度、スポーツ大会、スポーツ教室・講習会の定員充足

率。 

 施策２３では、スポーツ大会への出場支援者数。 

 １６ページでございます。 

 施策２４では、体育施設の利用者数をそれぞれ掲げてございます。 

 そのほか、もう一つ、別冊をつけてございます。資料の５になります。 

 こちらにつきましては、今、御説明いたしました社会教育の推進方針の成果指標の管理表とし

て作成させていただきまして、集計の内容ですとか、目標年度の目標内容をそれぞれ控えとして

作成いたしました。平成３２年度までの５年間の控えとして、これを保管させていただきまして、

今後の３２年度以降の体系等についての記載をして今回提出させていただきます。 

 私からは以上でございます。 

○松本委員長 社会教育の推進方針、皆さんから御質疑ございますか。 

○吉田教育長 補足させてもらってよろしいですか。 

 基本計画の見直し年にあたり基本計画の一部、政策を並べ変え、施策も１つ増やしたところで

す。八つの政策がありますが、学校教育の主要部分と社会教育の主要部分をわかりやすくするた

め、学校教育の推進方針と、社会教育の推進方策を作成しました。その中に、成果指標を設定し、

取り組みのチェックができるように工夫しました。これまで教育委員の皆さんが議論をしご指摘

いただいた部分を、今までの事業評価を一歩進めた形で今回整理してみました。完全とは言えな

いですが、そういう方向性を何とか形にしてみたというところがあります。 
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○松本委員長 そうですね、今、教育長が言われましたように、基準年次と５年後だけとなって

いますが、これが、１０年前、さらに５年位前とあって、今があって、こうしていきたいという

ことがわかると、明確な位置づけなりをするという感じになったらと思って聞いていました。 

 今回は、数字を出し、上げる、下げる、というのも結構目立ちますが、せっかくこれをやるの

ですから、もう少し数値目標をということも考えなくもないのだけれども、何か根拠等はありま

すか。 

○櫻井教育部次長 数値目標のほうは、総合計画の中に施策の成果表というのが一応ありまして、

そこに数値を置いてある部分については、その数値をそのまま使いました。本当は全体を矢印の

方向で行こうかと思ったのですが、総合計画の数値が１件出ていたので、それはそのまま採用し

ました。同時に、矢印が成果指標としていいのかという議論があるのですけれども、今回初めて

施策評価を入れた中で、５年後の数値が幾らという根拠づけがなかなか、分析がそこまで至って

いないものですから、難しいということが本音でありまして、まずは上げるという目標にしよう

ということで矢印にしました。 

 施策評価については、推進計画のほうとも絡んできまして、３年ごとに見直しをする推進計画

の部分も採用していくことになる考えでいるので、毎年少し見直すことが必要かと思っています。

ですから、分析が進んで、一定程度数値ができれば、数値化していくのはいいかなとは思ってい

ますが、現時点で押さえられる成果指標ということでつくりました。 

○松本委員長 事務事業評価、細かい数字になりますから、この件で余り数字にとらわれると全

体を見ないことにならないよう、北広島が従来型の事務事業評価的なトーンから施策評価にベク

トルを移していきますと、これを達成するためにこれがあるというふうに理解するならば、より

位置づけが明確になって、見直しがやりやすくなりますので、意味がわかりやすく、一定の前進

が見られるなと思い、受けとめました。 

○櫻井教育部次長 ただ、北広島市、市全体としては、まだ施策評価の数値目標は設定されてい

ません。少し先行しています。 

○松本委員長 ぜひ、教育委員会が、先行というか、余り気にしないでいただいて。 

 それともう１点だけ、せっかく先ほど棚田さんから御説明がありまして、今、教育長からもあ

りましたが、学校教育と社会教育両輪でという。実は私の分野というか、要するに経営学、１９

００年のスタートですから、一定の期間がたってきて、今ここに来て言われていることは、要す

るに発展するかどうかのポイントは、一つのポイントだと、学習する組織という概念なのですね。

学習する組織かどうかという、いろいろな経営理論があったけれども。そうすると、私はずっと

この間から考えていて、地域が発展するというのは、学習する地域かどうか、活動を通じて市民

が育つかどうかということが絶対的に大事なのであって、単に与え施すという、サービスの対象

として市民がやられるのではなくて、学習することによって育つという意味でいうと、それこそ

が地域が発展するとか、あるいは、まちをつくるという概念とイコールになってくると思うので、

そういうことからしても、社会教育というのは改めて重要な位置づけだなということをつくづく

痛感しております。 



- 7 - 

 

 そういう意味で、この推進方針と具体的な展開の成果に期待したいなというふうに改めて思っ

ております、よろしくお願い致します。 

 よろしいでしょうか。 

○大山委員 一見した感想では、成果指標が少し薄いという印象はあるのですが、また、一つの

側面として見て、地域住民と、今、松本委員長がおっしゃったような学習していく、そういうと

ころにあるのかなとも思いました。 

○櫻井教育部次長 成果指標、施策等となると、特に事務事業の場合には、事務事業も成果指標

を置くのですが、活動指標、参加者ですとか、活動指標はよくあるのですが、施策評価になると、

活動指標よりもうちょっと上の政策全体の部分でいうと、下調べの調査とかが本当は必要なので

す。例えば満足度だとか、そこを統計的にずっと経年変化できるようなものがやっぱり必要なの

で、そういう下調べがない中で施策の成果指標を設定すると少し薄くなることはあると思います。

その辺を準備しながら、今後少し統計的なものでとれるようなものがあれば出していきたいと思

いますし、先ほどの満足度などは、市のほうも総合計画で今回市民満足度をやったのですが、今

後、毎年やっていくような考え方でいるようなので、今後また豊富化していきたいと思っており

ます。今の時点では、おおよそこのぐらいかなと御理解いただきたいと思います。 

○大山委員 毎年毎年の指標としては使えるのかなと思うのですけれども、５年間をもっての指

標としては、少し何か物足りない感じがしました。５年後のビジョンというのが余り見えてこな

かったものですから、そこが見えてくるとよりいいのかなと思います。 

○櫻井教育部次長 教育基本計画、１０年計画を立てた時点で、本来的には１０年間の目標値が

出てくるのが本当と思うのですが、この５年間の経過があって、どうだったかと出ると思うので

すが、現在、総合計画そのものが設定しないものですから、後から設定したので、少し弱いかな

と思います。ですから、次の教育基本計画をつくる際には、当然、施策評価というのは設定して

いくべきだと思うのです。そのために毎年アンケート調査していくのか、そういうこ具体的な方

法も考えて、施策評価というのをつくっていくのが正しいのではないかなとは思っております。 

○吉田教育長 これが完璧なものとは思ってはいないですけれども、初めてですので、毎年少し

ずつ見直ししていきたいと思っており、今後も議論していただければと思います。 

○松本委員長 よろしいですか。 

 それでは、議案第３号については、原案を可決するということに決したいと思います。 

 

 

 

○議案第４号 学校教育法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例等に関する規則

について 

 

○松本委員長 議案第４号についての説明をお願いいたします。 

○櫻井教育部次長 議案第４号学校教育法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例等に関
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する規則についてでありますが、別紙のとおり規則の一部を改正するため、教育委員会の議決を

求めるものであります。 

 このたびの改正は、学校教育法等の一部を改正する法律が平成２８年４月１日に施行され、学

校教育法第１条に定める学校に義務教育学校が新たに規定されたことに伴い、各施設条例施行規

則の減免規定において、「義務教育学校」の文言を加える改正を行うものであります。 

 改正する規則は、６ページに記載のとおり、北広島市公民館条例施行規則、北広島市自然の森

キャンプ場条例施行規則、北広島市芸術文化ホール条例施行規則、北広島市総合体育館条例施行

規則、北広島市体育施設条例施行規則、北広島市学校施設開放使用料条例施行規則、史跡旧島松

駅逓所管理条例施行規則であります。 

 改正の内容でありますが、７ページをごらんいただきたいと思います。 

 まず、第１条の北広島市公民館条例施行規則の一部改正についてでありますが、第１０条の使

用料の減免を受けようとする使用者の範囲に、改正後の学校教育法第１条の規定に基づき、義務

教育学校の規定を新たに追加するものであります。 

 その下の第２条、北広島市自然の森キャンプ場条例施行規則から９ページの第７条、史跡旧島

松駅逓所管理条例施行規則においては、同様の改定趣旨であるため、説明を省略させていただき

ます。 

 なお、この規則は、平成２８年４月１日から施行するものであります。 

 以上が提案内容であります。 

○松本委員長 義務教育学校ですね、よろしいですか。 

 議案第４号、ただいま御説明いただきました原案どおりだということで決定いたします。 

 

 

◎日程第４ その他 

 

○松本委員長 日程の第４になります。日程第４、その他をお願いします。 

○櫻井教育部次長 まず、次回の第４回の教育委員会の日程についてお知らせしたいと思います。 

 ３月２２日火曜日、３時半から。前回、４時ぐらいというふうに申し上げたのですが、１５時

３０分から、こちらの会議室で行いたいと思います。 

 予定議案につきましては、平成２８年４月１日付の、北広島市教育委員会事務局職員の人事異

動についてと、そのほかに、北広島市スポーツ推進審議会委員の任命、北広島市スポーツ推進委

員の委嘱について、それと北広島市教育委員会交際費の支出の基準に関する要綱の制定について

と、教育委員会の交際費の公表に関する要綱の制定について、学校支援地域本部事業実施要綱の

一部を改正する要綱についてを予定しています。なお、交際費の支出の基準に関する要綱の説明

についてなのですが、ことしの１０月１日から新教育長制度に移行し、新教育長ということで三

役と同じになります。現在、交際費については、市長交際費は公開していますが、教育委員会の

交際費は公開をまだしていないものですから、本来は１０月１日からという公開でもよろしいの
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ですけれども、年度の初めから公開すべきだろうということで、その説明に当たっての支出基準

ですとか、公表に関する要綱を定めたいと考えています。 

 なお、当日は、夜も予定されておりますので、送迎をしたいと考えております。よろしいでし

ょうか。 

 そのほかの予定に移ります。 

 そのほかの予定としまして、小中学校の卒業式の関係です。開始時刻の詳細等をお配りさせて

いただきましたので、各委員の皆さんにはよろしくお願いいたします。 

 今週の土曜日が中学校、来週が小学校ということでございます。佐藤委員の代役も私と櫻井学

校教育課長が対応したいと思います。 

 次、平成２７年度の教育関係機関の合同送別会で、先ほど言いました３月２２日、第４回教育

委員会の後に行いたいということで、６時から、ウエディングプラザ入舟で、会費５,０００円と

いうことで行います。会場までは、会議終了後、送迎いたします。 

 それと新年度になりますが、４月６日、平成２８年度の教育関係機関の合同、今度は歓迎会で

す。４月６日水曜日、６時から、これはクラッセホテルになります。会費５,０００円ということ

であります。こちらのほうも御自宅等の送迎を予定しております。 

 続きまして、第５回の教育委員会会議です。４月１５日金曜日、４時から、クラッセホテルの

３階で行いたいと思っています。内容的には、教育委員会所管の審議会等の委員委嘱が中心にな

るかと思います。会議終了後、教育委員会事務局全体の歓送迎会を予定しています。クラッセホ

テル１２階ですので、会議終了後そのままということになります。６時から予定しています。こ

ちらのほうも送迎をしたいと思っています。 

 予定というのは以上ですが、よろしいでしょうか。 

 続きまして、もう１点、平成２８年度の教育予算の概要について、簡単に御説明をしたいと思

います。お手元に教育予算の概要、皆さんございますか。 

 もう新聞等でも御存じかと思うのですが、北広島市の会計予算が今、議会で審議中であります

けれども、全体が決まりました。それで、第１９回、昨年１２月に行いました教育委員会で、予

算要求の概要について説明をしておりますので、今回は予算要求と決定した部分での違い等をピ

ックアップして説明したいと思いますが、初めに会計予算の総額について１ページ目になってい

ますが、４２０億１,３３３万７,０００円、全体で、特別会計入れてということで、前年度対比

２.４％、一般会計で３.７％ということで、今まで最高の予算という形になっております。内訳

についてはごらんのとおりです。 

 それで、めくっていただきまして、３ページ目です。特徴的な部分から若干申し上げます。 

 ３ページにある１６番目、道支出金、道からの補助金になりますが、１億６,７７６万円増額と

いうことで１１.３％。これについては、備考欄に書いてあります畜産競争力強化ということで、

２億円程度の補助金が入ってくると聞いております。 

 その下にあります寄附金、１８番、１,９０１万円ということで、通常ここ１,９００万円出る

ことないですけれども、これについては、大曲通線、輪厚三島線の道路改良に対する寄附金が予
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定されているということでその額を見込んでいる内容になっています。 

 その下、繰入金、１９番。これも対前年比、２億７,５８３万１,０００円ということで３５.

２％。これは庁舎建設のために基金を取り崩すという形の内容になっております。 

 その下、２２番、市債とありますが、建設事業債についても３４.５％増になっていますが、内

訳にあるとおり、庁舎で１３億３,４８０万円ということで、書面上、単価で減になっていますけ

れども、これが大きな要因となっております。 

 次のページめくっていただきまして、歳出のところで、９番目の教育費については、１８億４,

１５２万６,０００円ということで、昨年のマイナス３３％減という形になっております。この主

な理由については、右側に書いてあります小中学校の大改造、耐震化等と、西の里ファミリー体

育館の工事が終了したというのが大きな要因になっています。 

 次、９ページをお開きいただきたいと思います。 

 ９ページからが各費目、細目ごとになっていまして、事業があって、その次の次の段ぐらいに

２８年要求額というところがあると思います。その右側に２８年予算額というのがあるかと思い

ます。それで要求額については、前回のときに御説明しましたので、要求したもので予算と差が

大きいものについてピックアップして御説明します。 

 まず、９ページ目の真ん中辺にあります３０２番の小中一貫教育推進事業、４１万７,０００円

の要求に対して、予算額はゼロとなっています。これは、予算はゼロとなっているのですが、こ

れも今年の第１回の教育委員会で御説明しましたが、２７年度予算で年度繰り越しで実施すると

いうことで、予算を２８から２７に前倒しをしたということで、これはゼロということになりま

す。 

 次のページめくっていただきまして、１０ページになります。 

 数字が少し大きく変わっている部分でいうと、上から三つ目の２１２番の学校ＩＣＴ環境整備

事業、要求額が７,８６１万８,０００円に対して７,１４１万６,０００円ということで７００万

円ほど減となっていますが、これについては、要求で出していましたプロジェクターの更新につ

いて、台数が落とされまして、額的に７００万円減となりました。 

 その下をずっと行きまして、３０９番、私立学校教育振興事業、うちの要求額が１４１万３,

０００円だったのですが、私立学校連合会等からの要望を受けまして、予算的には最終的に、要

求よりもふえた１５０万円、具体的に言うと日大高校のことですが、１５０万円ということで前

年対比１５万円ふえました。 

 それと、その下の特別支援教育推進事業、２１１番という番号ですが、要求額が４,２２２万５,

０００円に対して、予算額は３,８６２万６,０００円ということになっていますが、これにつき

ましては、特別支援教育の支援員を中学校定員配置ということで５名を要求いたしましたが、結

果的には２名増ということで、３名は来年度以降ということになりまして、この３名分の差がそ

ういう差になっております。 

 次のページの１１ページ目ですね。真ん中辺に小学校管理経費（臨時）というのがあると思う

のですが、４１５万１,０００円の要求額、これが予算額３万６,０００円になってしまっている
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のですけれども、これについても、第１８回の教育委員会の１２月補正のときにたしか御提案し

たのですね。２７年度中の補正の対応ということの部分で、当初、予算要求で見込んだ部分を２

７年度の補正に回したものですから、それが大きな理由で、額的には落ちている。 

 それとその下のほうの、一番下のほうにあります３７５番の小中学校周辺環境整備事業、小学

校分、予算要求が１,３０９万４,０００円が８１０万円になっていますが、これについて、小学

校の遊具を全部やりたかったのですが、新設ですね、査定で５０％に落ちましたので、２回にわ

たってということで額が少し落ちました。 

 一番下にあります大曲東小学校の屋体大規模改造・非構造部材耐震化事業、１億７,１５４万円

の要求に対して１億２,８９０万円でありますが、この差５,６００万円程度については、国の補

正予算の対応の関係で、これも教育委員会で出した額なのですが、非構造部材の耐震化工事につ

いては、平成２７年度の補正で、繰越明許費のほうで実施するということで、その額分が落ちて

ございます。 

 次のページ、１２ページです。 

 ここ、ちょっと訂正があるのですが、真ん中よりちょっと上に小学校教育振興経費の臨時とい

うふうになっております。要求額２７８万円で、予算額は６万５,０００円になっています。これ

については、内訳に大曲小学校、グランドピアノ購入、緑ヶ丘小学校、アコーディオン購入とあ

るのですが、これ、説明から消していただきます。要は、この金額、査定でゼロになりました。 

 次、１３ページについてですが、真ん中より上のほうの中学校管理経費の（臨時）ですが、要

求額が１,０００万円に対して、予算額が３２５万１,０００円ということで、これにつきまして

は、１２月補正で２５０万円ほど対応した点と、修繕関係で少し減額になりまして、要求額から

すると７００万円ほど落ちた数字となっております。ただ、実質４００万円ぐらいの減というこ

とです。 

 その下から二つ目に２１８番、学校事務機器整備事業、要求額１５０万円に対して９３万４,

０００円ということで、これについては、要求しました電動裁断機が査定ゼロということで、そ

の分落ちています。 

 その二つ下で、学校施設管理機器整備事業、１０２万１,０００円に対して５８万７,０００円。

これについては、要求した除雪機の更新がゼロということで、その分が落ちています。 

 そのページの下のほうに、３６１番、３７９番、３８１番の大曲中学校屋体大規模改造事業、

西の里中の屋体大規模改造事業、東部中学校屋体大規模改造・非構造部材耐震改修については、

これも第１回の教育委員会で言いました３月補正、今回の補正に出しています関係で、国の補正

予算に対応したことで、繰越明許費で対応するということで、その分の工事が落ちたということ

で、実質的には認められた形になっています。予算的にはそういうことになっています。 

 次のページ、１４ページになります。 

 一番下のほうにあります中学校保健経費、１６万１,０００円に対してゼロ。これは先ほど言い

ました職員のストレスチェックについての予算が当然落ちております。 

 １５ページにつきまして、１５ページの下から３行目、公民館管理経費（臨時）、５１万８,
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０００円に対してゼロということで、これもちょっと内訳のほうに、雨水用ポンプ設置とかある

のですが、この分が全部減になりました。 

 あと、１８ページの一番下にあります３１２番、放課後子ども教室については、もう１カ所ふ

やすという拡大について認められましたが、予算額的には若干落ちています。１７１万６,０００

円に対して１６９万６,０００円ということですが、拡大については認められた形になっておりま

す。 

 反対に次のページの１９ページ、真ん中よりちょっと上にあります保健体育事務経費（臨時）

ですけれども、要求額が５９万２,０００円だったのですが、予算額的に１００ということで、全

国天皇杯大会開催地負担金等々について、最終的には増額になりました。 

 それと、そのページの下から二つ目、スポーツ地域活性化事業ということで、２９４万４,００

０円に対してゼロということですが、内訳に書いてありますオリンピック関連事業やスポーツ合

宿の誘致を進めるについては、ゼロ査定と書いてありますが、理由として、市の組織強化の中で

再検討ということで、予算段階ではゼロ査定という形になっております。 

 次のページ、２０ページになります。 

 体育施設管理経費（臨時）で、９４４万３,０００円に対して３１３万２,０００円については、

これは平成２７年度中に対応するという指示も含めて減額査定ということで落ちております。 

 真ん中辺にあります３８８番、住民プール改修事業、５４万円に対してゼロと。これについて

もゼロ査定ということですが、これについては、ことし６月につくる公共施設総合管理計画策定

後に検討ということで、当初予算ではゼロ査定という形になっております。 

 ２１ページ、事務経費ですが、真ん中よりちょっと上にある学校給食施設維持管理経費（臨時）、

６０７万２,０００円に対して２１０万６,０００円の査定額についてですが、給食センターのほ

うでありました修繕料全体の査定の中で落ちております。 

 それと、このページの一番下から５行目になると思うのですが、学校給食施設維持管理経費の

中学校分ですね、これも６３４万７,０００円が２７５万円ということで落ちていますが、これに

ついても査定の段階で修繕が減額という形になります。 

 今御説明したこれ以外は比較していただければわかると思うのですが、細かく若干の差はある

のですけれども、おおむね要求額になっています。 

 今回、小中一貫教育ですとか、放課後子ども教室ですとか、うちの新規だと、スポーツ支援員

の増員ですとか、概ね、うちがやりたいなということはできるかなと思います。 

 以上です。 

○松本委員長 何かありませんか。 

○櫻井教育部次長 なお、先ほど言った小中一貫推進事業の中の４１万７,０００円が教育委員会

の視察旅費も含めた額になりますので、新年度始まりましたら早目に準備を進めさせていただき

たいと思います。 

○松本委員長 いいですか。あと何かありましたら。 

○櫻井教育部次長 ２月に大山委員が研修会に行ってきたので、そのときの復命をお願いできれ
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ばと思います。 

○大山委員 ２月４日に教育委員会があったのですが、インフルエンザＡ型ということで、自宅

謹慎を命じられまして、皆様には御迷惑をおかけしまして申しわけありませんでした。自宅謹慎

が明けた次の日に、道庁別館にて、去年に引き続き、市町村教育委員会新任教育委員研修会に参

加しました。６０数人の参加者のうち、私のように２年目で来たという人は５人ぐらいでした。

研修会の内容は幾つかあるのですが、教え育むという事業の内容と、あと鶴羽委員の教育委員の

心構えと役割といった部分についてお話ししたいと思います。加えて、田沢委員は日経「ウーマ

ン・オブ・ザ・イヤー２００９」リーダー部門で７位受賞になるというやり手の方で、バーチャ

ルで教育を受けて、不登校の生徒さんたちにも希望を与えるというお話もありました。そのほか

は教育担当局長の総合教育大綱についての説明があったり、特に、先ほど言いました鶴羽委員の

教育委員の役割というお話がとても興味深かったので、少し紹介させていただこうと思います。 

 鶴羽委員は、元アナウンサーでして、とても話がわかりやすかったです。北海道教育委員会は、

昔まで年間何校かしか学校を訪ねに行っていなかったのですが、ここ最近は８０校、１００校と、

年間とおして訪問しているそうです。その中で、どういった点に注意して学校訪問をしたらいい

のかというポイントをわかりやすく話していましたので、資料を見ながら説明します。 

 まず、教室に入って整理整頓されているかどうかというのを見てほしい。きちっと整理されて

いる教室とされていない教室があり、整理されていない教室は、やはり先生に余裕がない場合が

多くて、整理されている教室はうまくいっている教室。 

次に、ノート指導をちゃんとされているかどうか。いろいろ歩き回りながら、みんなのノート

を見ながらノート指導されているか。目標がちゃんと書かれていて、最後にまとめがあるかとか、

チョークの色分けがしっかりされているかとか、そういうものをチェックしてくださいとのこと

でした。 

必要なものだけが机の上にあるかどうか。子供の場合、筆箱なんかがあるとちょっと遊んだり

とかで集中力がなくなったりするので、必要なものだけ、鉛筆と消しゴムと定規と教科書だけと

か、そういう教室はやっぱり集中力があるようです。 

立腰、立つ腰と書きまして、姿勢よくなっているかどうか。子供たちは時間がたつとだらだら

し始めるので、そういうときに先生が「姿勢」と言って、ぴっとなるかどうか。姿勢よくなると

腹筋も背筋も、頭が重いですから、鍛えられて、呼吸を深くできるので集中力が続くそうです。 

掲示物は美しくされているか。黒板のところにごちゃごちゃと書いていると、集中できなくな

るそうです。 

 子供たちへの先生の声がけ。声の調子の切りかえですね。「はい、じゃ、次これやるよ」とい

うような切りかえの言葉や、子供たちがどんな顔をしているか、先生はどんな顔をしているか。

先生が笑顔でないと子供たちもやっぱり笑顔ではないことが多いので、そういう所をきちっと見

る。 

 ただ、全体を見終わった後の感想は、決して鶴羽委員は、こうすればもっといいのではないで

すかということは絶対言わないと。それは教育委員の仕事ではないので、学校の仕事なので言わ
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ないで、とにかくいいところを見つけて、ここがよかったですよと、とても先生よかったですよ

と、そういう先生を褒めることによって、その先生や学校も元気を取り戻し、明るくなっていく

そうです。こういったところを学校を訪ねたときには見てくださいという話があり、この、教育

委員の目線の話がとても参考になりました。以上です。 

○吉田教育長 この研修は毎年行けるのですか。１年目、２年目の人だけですか。 

○大山委員 そうです、２年目までです。ほとんどが１年目の人ばかりでしたが、２年目までは

行けます。去年は、事務局の方の話だったのでかたい感じだったのですが、今回、教育委員さん

が話したというのもあり、より具体的なわかりやすい話で、現場がよく見えるような話でした。 

○石井委員 今までと違うと思います。私たちのときは、そういう話はなかったです。書くこと

とか、そういうのはありましたが。 

○吉田教育長 鶴羽委員は行った先で講演もしたりしている方です。 

○大山委員 そうですね。今回の話は、一度上川管内でお話しして、とても反応がよかったよう

で、今回の新任教育委員研修会のときにもということになったそうです。 

○吉田教育長 今お話しになった視点は、学校力向上実践事業の成果として広めています。出て

きた立腰というのも、各校で毎日やっていますし、それから学習習慣の統一化というか、習慣を

学校内ではそろえましょうとか、近隣でそろえましょうというのは、学校力向上実践事業でやっ

ている中身ですね。 

 教育関係者というか、学校の先生ではなくて、新しい一般の人の教育機関の視点でお話しされ

ると、より新鮮に感じます。見る視点で、そんなに難しいことではないのですよ、と。 

○大山委員 鶴羽委員は、子供たちの前でも、昔学んだインタビューの経験を生かして、初対面

の人でもコミュニケーションをとれる方法といいますか、そういう心構えとか、そういうヒント

になるような講演をされていたり、教育委員会の中でもビジネスマナーについての講演をされた

りとか、そういうことをされています。 

○松本委員長 よろしいですか。 

○櫻井教育部次長 先ほど次回の３月２１日の予定議案の中で言い忘れましたが、学校給食費の

公会計化についてもお示しできるかと思います。 

 

 

  ◎閉会宣言 

 

○松本委員長 それでは、本日、第３回目の教育委員会会議、付議された議事は全て終了しまし

たので、閉じさせていただきたいと思います。ありがとうございました。 

 

午後４時１５分 閉会 
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以上、会議を記録し、正確を期するためにここに署名する。 

 

委 員 長  

 

署 名 委 員  

 


